
平成２０年（２００８年）１１月２日 こだいら　市　議　会　だ　よ　り　　�

一般質問一般質問

（政和）＝政和会

（公明）＝市議会公明党

（フォ）＝フォーラム小平

（緑ネ）＝緑・ネット

（共産）＝日本共産党小平市議団

議員が議案以外に市の行政全般にわたり、
市長や教育長などに説明や報告を求め、
また所信をただすことです。適正な行政
運営を行う上で、その役割は重要です。
ここでは、23 人の議員からの質問のうち、
1 人 3 件までその要旨を掲載しました。

一般質問とは

苗
村
洋
子
議
員
（
緑
ネ
）　

①
土
曜

開
庁
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
。

　

②
休
日
に
福
祉
や
子
ど
も
に
関
す

る
相
談
等
を
受
け
る
工
夫
は
。

　

③
審
議
会
等
の
夜
間
や
休
日
開
催

を
検
討
す
べ
き
で
は
。

市
長　

①
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い

る
と
考
え
る
。

　

②
前
者
は
民
生
委
員
の
相
談
と
助

言
等
で
補
わ
れ
て
お
り
、
後
者
は
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
等
を
土
曜

日
も
開
設
し
て
い
る
。

　

③
現
時
点
で
は
執
務
時
間
中
の
開

催
を
原
則
と
し
、
参
加
と
は
別
の
方

法
で
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け
る
な

ど
充
実
を
図
り
た
い
。

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）　

①
全
国�

27
位
の
感
想
は
。

　

②
唯
一
庁
内
情
報
化
が
マ
イ
ナ
ス

と
な
っ
た
が
、
課
題
は
。

　

③
グ

※

リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

①
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等

に
取
り
組
ん
だ
結
果
で
あ
り
、
着
実

に
電
子
市
役
所
を
推
進
し
た
い
。

　

②
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
数
値
目
標
の

設
定
や
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置

等
の
設
問
が
原
因
と
考
え
る
。

　

③
電
気
消
費
量
の
少
な
い
ノ
ー
ト

型
パ
ソ
コ
ン
を
主
力
と
し
た
機
器
構

成
や
、
紙
の
消
費
抑
制
の
た
め
の
庁

議
の
電
子
化
な
ど
が
あ
る
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）　

①
消
費

生
活
相
談
室
に
寄
せ
ら
れ
る
、
多
重

債
務
に
関
す
る
相
談
件
数
と
対
応
は
。

　

②
多
重
債
務
者
と
思
わ
れ
る
市
民

を
把
握
し
て
い
る
か
。

　

③
金
銭
教
育
に
対
す
る
見
解
は
。

市
長　

①
36
件
あ
り
、
債
務
整
理
の

方
法
を
助
言
す
る
と
と
も
に
、
弁
護

士
等
の
専
門
機
関
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

②
人
数
等
の
デ
ー
タ
は
な
く
、
東

京
都
消
費
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
情
報
提
供
も
な
い
。　

　

③
健
全
な
金
銭
感
覚
を
養
う
上
で

重
要
と
認
識
し
て
お
り
、
研
究
し
て

い
き
た
い
。

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

①
導
入

の
課
題
は
。

　

②
職
員
が
市
民
と
と
も
に
地
域
の

問
題
解
決
に
取
り
組
み
、
自
治
の
気

風
を
醸
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

市
長　

①
担
当
職
員
の
職
務
分
担
の

あ
り
方
や
、
地
域
拠
点
を
ど
う
整
備

す
る
か
な
ど
の
課
題
が
予
想
さ
れ
る
。

　

②
ま
ず
自
治
基
本
条
例
の
制
定
等

で
市
民
と
職
員
共
通
の
協
働
意
識
を

醸
成
し
、
地
域
社
会
を
運
営
す
る
機

運
が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

地
域
担
当
制
は
行
財
政
再
構
築
プ
ラ

ン
の
中
で
研
究
、
整
理
し
た
い
。

山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

①
市

民
か
ら
全
戸
配
布
し
て
ほ
し
い
と
い

う
意
見
が
あ
る
が
ど
う
か
。

滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

①
新
聞

折
り
込
み
で
市
報
を
配
布
し
て
い
る

世
帯
の
割
合
は
。

　

②
市
報
が
配
布
さ
れ
な
い
世
帯
へ

の
情
報
発
信
方
法
は
。

　

③
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯

に
対
し
、
戸
別
配
布
す
る
と
同
時
に

安
否
確
認
を
行
う
シ
ス
テ
ム
を
構
築

で
き
な
い
か
。

市
長　

①
本
年
１
月
時
点
で
、
87
・

３
％
で
あ
る
。

　

②
郵
送
サ
ー
ビ
ス
を
周
知
し
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
へ
の
ボ
ッ

ク
ス
配
布
等
も
研
究
し
た
い
。

　

③
月
２
回
発
行
の
市
報
で
は
、
安

否
確
認
は
難
し
い
。

斎
藤
貴
亮
議
員
（
フ
ォ
）　

①
平
成

17
年
に
市
民
総
合
体
育
館
プ
ー
ル
に

塩
素
を
使
用
し
な
い
水
殺
菌
装
置
が

導
入
さ
れ
た
が
、
利
用
者
の
反
応
は
。

　

②
萩
山
公
園
と
東
部
公
園
の
プ
ー

ル
へ
の
導
入
を
考
え
て
い
る
か
。

　

③
小
・
中
学
校
に
導
入
し
た
場
合

の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

教
育
長　

①
塩
素
臭
や
目
に
入
っ
た

時
の
刺
激
感
を
感
じ
な
い
と
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
回
答
が
過
半
数
を
占
め
た
。

　

②
現
時
点
で
導
入
予
定
は
な
い
。

　

③
メ
リ
ッ
ト
は
塩
素
臭
の
軽
減
や

透
明
度
の
向
上
で
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は

設
置
費
用
が
高
額
で
維
持
管
理
の
負

担
増
で
あ
る
。

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

①
納
税

者
全
体
が
控
除
額
上
限
ま
で
他
市
に

寄
附
し
た
場
合
の
影
響
額
は
。

　

②
寄
附
を
呼
び
込
む
た
め
の
方
策

津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

①
市
全

体
の
人
口
推
計
に
基
づ
く
長
期
総
合

計
画
で
は
、
花
小
金
井
地
域
等
の
ニ

ー
ズ
の
変
化
に
対
し
て
合
致
が
難
し

い
の
で
は
。

　

②
地
域
セ
ン
タ
ー
に
一
般
利
用
者

の
た
め
の
駐
車
場
を
設
置
し
て
は
。

　

③
老
朽
化
し
た
施
設
へ
の
対
応
は
。

市
長　

①
環
境
の
変
化
や
地
域
の
実

情
を
把
握
し
、
具
体
的
な
実
施
計
画

を
策
定
し
て
事
業
化
し
て
い
る
。

　

②
徒
歩
圏
内
に
設
置
し
て
お
り
、

車
で
の
利
用
は
原
則
遠
慮
し
て
い
た

日
向
美
砂
子
議
員
（
緑
ネ
）　

①
握

り
や
す
い
手
す
り
へ
の
付
け
か
え
が

さ
れ
て
な
い
施
設
へ
の
対
応
は
。

　

②
庁
舎
玄
関
前
を
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
視
点
で
見
直
す
考
え
は
。

　

③
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を

総
合
的
に
計
画
し
て
い
る
か
。

市
長　

①
利
用
状
況
等
を
踏
ま
え
対

応
し
た
い
。　

　

②
滑
り
に
く
い
床
面
素
材
へ
の
改

修
は
研
究
し
た
い
。
段
差
は
ス
ロ
ー

プ
の
設
置
で
解
消
し
て
お
り
、
見
直

し
は
考
え
て
い
な
い
。

　

③
定
期
的
に
既
存
施
設
の
対
応
状

況
等
を
把
握
す
る
中
で
検
証
し
、
対

応
し
て
い
き
た
い
。

佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

広
島
、

長
崎
両
市
長
は
核
拡
散
防
止
条
約
再

検
討
会
議
に
向
け
、
核
兵
器
廃
絶
の

約
束
を
守
ら
せ
る
活
動
を
広
げ
る
こ

と
を
国
内
の
非
核
宣
言
自
治
体
に
呼

び
か
け
た
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
こ

た
え
、
活
動
、
施
策
を
進
め
る
か
。

市
長　

平
和
関
連
の
施
策
と
し
て
、

戦
没
者
追
悼
式
の
開
催
や
非
核
平
和

都
市
宣
言
の
懸
垂
幕
の
掲
示
、
社
会

福
祉
団
体
育
成
事
業
と
し
て
団
体
へ

の
財
政
補
助
等
の
取
り
組
み
を
継
続

し
て
い
く
が
、
市
民
の
自
主
的
、
自

発
的
な
行
動
が
平
和
へ
の
流
れ
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。

　

②
市
民
か
ら
他
に
意
見
は
あ
る
か
。

　

③
新
聞
折
り
込
み
か
ら
全
戸
配
布

に
変
更
し
た
場
合
の
経
費
は
。

市
長　

①
効
率
や
コ
ス
ト
の
点
か
ら

現
在
は
現
行
の
方
法
が
適
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
た
め
、
全
戸
配
布
は

考
え
て
い
な
い
。

　

②
ど
こ
で
受
け
取
れ
る
の
か
、
な

ぜ
全
戸
配
布
し
な
い
の
か
、
不
要
な

人
も
い
る
の
で
配
布
方
法
を
検
討
し

て
ほ
し
い
等
の
意
見
が
あ
る
。

　

③
約
１
千
８
百
万
円
の
増
と
な
る
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）　

①
愛
知

県
高
浜
市
は
市
が
100
％
出
資
し
た
株

式
会
社
が
業
務
を
行
っ
て
い
る
が
、

ど
う
評
価
す
る
か
。

　

②
地
域
セ
ン
タ
ー
等
は
嘱
託
職
員

に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

の
あ
り
方
は
。

市
長　

①
職
員
定
数
の
削
減
と
財
政

的
効
果
を
生
み
出
し
た
と
聞
い
て
お

り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
斬
新
な
手
法

と
し
て
一
定
の
評
価
が
で
き
る
。

　

②
指
定
管
理
者
制
度
や
地
域
と
の

連
携
も
必
要
だ
が
、
施
設
の
目
的
は

自
治
体
に
よ
り
異
な
っ
て
い
る
の
で
、

効
果
的
で
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
内
容

の
検
討
が
重
要
と
考
え
る
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）　

①
全

国
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
学
校
公
開

や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
等

の
教
育
改
革
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

②
国
旗
掲
揚
、
国
歌
斉
唱
に
反
対

す
る
政
党
の
圧
力
で
は
な
い
の
か
。

　

③
地
域
児
童
見
守
り
シ
ス
テ
ム
モ

デ
ル
事
業
の
実
施
を
教
育
長
に
謝
罪

さ
せ
て
許
可
し
た
経
緯
が
あ
る
が
、

政
治
的
確
執
が
あ
る
の
で
は
。

市
長　

①
他
の
自
治
体
と
同
様
に
、

教
育
関
係
者
を
初
め
多
く
の
人
の
努

力
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。

　

②
任
期
満
了
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

③
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

だ
い
て
い
る
。

　

③
築
25
年
を
経
過
し
た
鈴
木
地
域

セ
ン
タ
ー
は
状
況
を
見
き
わ
め
た
い
。

※
グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ
と
は

　

パ
ソ
コ
ン
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器

な
ど
に
必
要
な
電
力
や
二
次
的
に
発

生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
し
、

地
球
環
境
に
優
し
い
Ｉ
Ｔ
を
目
指
す

環
境
資
源
保
護
の
動
き
の
こ
と
。

は
。
ま
た
、
寄
附
金
の
受
け
皿
と
な

る
基
金
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

　

③
ミ
ニ
公
募
債
で
緑
地
の
保
全
を

行
う
公
約
が
あ
る
が
、
緑
化
基
金
の

運
用
で
保
全
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
年
間
、
約
13
億
６
千
万
円

で
あ
る
。

　

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
て
い

る
。
新
た
な
基
金
の
創
設
は
現
在
考

え
て
い
な
い
。

　

③
基
金
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、

検
討
し
た
い
。

行
政
一
般

公
共
施
設

相

談

窓

口

や

会

議

の

休

日

対

応

に

つ

い

て

核
兵
器
廃
絶
に
向
か
う
世
界
の
流
れ

と
市
民
の
悲
願
に
ど
う
こ
た
え
る
か

多
重
債
務
問
題
へ
の

対

応

に

つ

い

て

�

▲

非
核
平
和
都
市
宣
言
の
懸
垂
幕
（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

◀
市
報
こ
だ
い
ら

ｅ
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
27
位
と
電
子

市
役
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
充
実
化

職
員
地
域
担
当
制
の
導
入
に
よ
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て

市
報
は
全
戸
配
布
に

で

き

な

い

か

行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の

民
間
活
力
の
導
入
に
つ
い
て

市
民
へ
の
情
報
周
知
の

方

法

に

つ

い

て

教
育
長
を
更
迭
す
る
と
の
話
が

あ
る
が
問
題
で
あ
る
、
留
任
を
望
む

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
対
応
と
基
金
の

運
用
及
び
ミ
ニ
公
募
債
に
つ
い
て

子
ど
も
を
初
め
利
用
者
に

優
し
い
プ
ー
ル
の
水
の
拡
充
を

市
民
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
施
設
の

あ
り
方
を
考
え
る
べ
き

◀

鈴
木
地
域
セ
ン
タ
ー

（
鈴
木
町
一
丁
目
）

庁

舎
・

公

共

施

設

の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て




